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１４４ 言語文化研究 第３２巻 第２号
なかった」と感じるのかを明らかにする。






































 ｜ ｜ ｜（２ASユニット）
（前は地下鉄の駅で，後ろはスーパーです。）
























































































































































































































































































１５６ 言語文化研究 第３２巻 第２号
３．発音（１４）
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１６２ 言語文化研究 第３２巻 第２号
点 数 採 点 基 準
８０－１００点
６０－８０点
４０－６０点
２０－４０点
０－２０点
発音は正しくて，自然なリズムで話を続けることができる。
理解を妨げる語彙と文法の間違いがほとんどない。会話の相
手とのインタアクションが活発で，会話の相手の発言に関連
づけて会話の流れに寄与することができる。
間違った発音も言い淀みも少々ある。理解を妨げる語彙と文
法の間違いは少ない。コミュニケーションストラテジーを用
いて話を展開したり，会話の相手の発言と関連づけたりする
ことができる。
発音出来ていない箇所がある。言葉を選んだり，修正したり
構文する際に不自然なポーズもある。語彙，文法の不適切な
ところがあるが，文脈から意味理解ができる。話を展開する
際にコミュニケーションの挫折は多く見られる。
発話中に不自然なポーズが多く，理解できない発音，表現が
あり，使用する文法のパターンは極めて限定的である。話を
展開することができない。
発話をしない，または最小限の意志伝達能力を持つ。
付録１．母語話者用評価尺度
日本人中国語学習者の会話に対する母語話者の評価 １６３
